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研究のイメージと 
リサーチクエスチョン
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ソフトウェアテスト
• ソフトウェアテストは, ソースコードが期待通りに機能するか検証 

• テストケースは, 以前に動作していた機能がまだ動作するかどうか
確認 

しかしテストコードも開発者が記述したものであり, バグが混
入する可能性がある 

• 実際多くの開発者が, テストケースはソースコードよりもエラーを
含む可能性が高いと述べている[1][2][3]

 4

[1]W. Cunningham. BugsInTheTests. Bugs in the tests. http://c2.com/cgi/wiki?  

[2]C. Jones. Programming Productivity. McGraw-Hill., New York, NY, 1986.  

[3]R.J.Weiland.TheProgrammer’sCraft:ProgramConstructionComputer Architecture, 
and Data Management. Reston Publishing., Reston, VA, 1983. 



テストコードのバグ分類
• 2つに分類することができる[1] 

Silent Horrors(True Negative) : 

テストコードに誤りがあるがテストが成功する(すなわち
ソースコードの誤りを見逃している) 

False Alarms (偽陽性・False Positive): 

テストコードに誤りがあるのでテストが失敗する(すなわ
ちソースコードに誤りはない)
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Positive Negative

TRUE ◉ TN

FALSE TP FN



テストバグはどのくらいの頻度で発生するのか？ 

• Apacheの計448プロジェクト中211プロジェクト(47%)でテストバグが発見され
た 

5,556のバグレポートが発見された( ( A ∪ B ) - C ) 

443個のバグのサンプルのうち, Silent Horrorsバグは全体の3%であった

 6
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Silent Horrors
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バグ報告されていないものでも, テストコードとソースコードに現
在でも気づかれていないバグ(Silent Horrors)が混入している可
能性は高い

バグ報告されておらず 
テストコードと 
ソースコードに 
バグが混入している 
可能性のある領域

TravisCIでテスト
の 

実行結果と紐づいて
いる 
コミット 
を発見する
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テストバグはどのくらいの頻度で発生するのか？ 

• テストバグが多かったASFプロジェクト

 8
[1]An Empirical Study of Bugs in Test CodeArash Vahabzadeh     Amin Milani Fard       Ali MesbahThe 31st International Conference on Software Maintenance and Evolution(ICSME2015) University of British Columbia Vancouver, BC, Canada 

 



re-opened

• テストによってソースコードの欠陥が発見され, 修正が行
われると, バグ報告は修正済みとして閉じられる 

しかし, テストが不十分であった場合や, バグがテスト
コードをすり抜けてしまった場合に, 後にそれが発見さ
れると”re-opened”として再度開かれることがある
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Silent Horrorsを発見するための
手がかり

• re-opened(再修正)としてタグ付けされたものは, もともと
Silent Horrorsであったということになるのではないか 

「An Empirical Study of Bugs in Test Code」では,     
( ( A ∪ B ) - C )という具体解のみから発見したが, これを
一般解にすればより多くの解を得られる可能性はある 

ただし, バグIDに紐づけられているものから発見された
Silent Horrorsが一般的であるかは定かでない
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リサーチクエスチョンの作成

• RQ1 
re-openedとしてタグ付けされたテストコードは,Silent 
Horrorsと言えるのか？（どのくらい含まれているのか？）

• RQ2 
re-openedにタグ付けされたテストコードのバグの中か
らSilent Horrorsを抽出できるのか？
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データの分析
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分析対象

• Apache Derby 

オープンソースのリレーショナルデータベース 

任意のJavaデータベースの結果に組み込み
JDBC(Java Database Connectivity:  JavaのAPI)
ドライバを提供する
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Derbyにおけるre-openedのタグ付け
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不完全なテストが実行された！

欠陥が混入したコード

テストを実施

テストでfailとなった 新たなテストを実施

OPEN
 CLOSED REOPENED

コードの修正

テストをpassした

欠陥が再発見 
バージョンの変更など

調査中



データの抽出
• DerbyのテストコードのバグはApache jira(https://issues.apache.org/
jira/)に記載 

• タイプやステータスなどによる絞り込み 

Type: Bug    Status: Closed     Component/s: Test 

REOPENEDとして開かれたもの 

• テストバグとして登録されていたものは3496件, このうちre-openedされ
ていたものは73件(2%)だった 

この値は「An Empirical Study of Bugs in Test Code」で発見された
Silent Horrors の比率(3%)とほぼ同じ比率であった
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今後の課題と予定
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テストコードの差分を見る

• 抽出された73件のデータについて，再修正前後のコードの
差分を目視する 

この差分が探しているSilent Horrorsとなる 

なぜ再修正が行われたのかを明らかにするために調査 

• リレーショナルデータベースのため，JUnitとDBUnitの２
つがテストコードとして使用されていることがわかった
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問題点
• Silent Horrorsの定義がまだ曖昧 

この言葉自体は一般化されていないため，定義を考えなければならない 

現在は”True Negative”として解釈している 

• 何をもってSilent Horrorsとするのか？ 
Silent Horrorsという言葉自体がまだ無いも同然の状態で，何が「これはSilent 
Horrorsだ」と言えるのか 

• サンプル数が非常に少ない 
73件では一般化するには少なすぎる 

Derbyはリレーショナルデータベースであるため，データベース関連の欠陥が目立つ 

データベース以外のプロジェクトには現在のやり方ではSilent Horrorsを発見でき
ない
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